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最
近
、
淡
交
社
か
ら
新
し
い
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
『
茶
書
古
典
集
成
』
が
刊
行

さ
れ
始
め
た
。
再
び
茶
の
湯
史
料
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、『
宗
湛
日
記
』
天
正

十
五
年
十
月
二
十
二
日
昼
の
木
村
屋
宗

二
の
茶
会
に
「
さ
ほ
ひ
め
大
壺
」
が
登

場
し
て
い
る
。
客
は
宗
湛
一
人
で
あ
っ

た
。
場
所
は
大
坂
の
天
満
で
あ
る
。

こ
の
『
宗
湛
日
記
』
の
記
述
を
信
用

す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
佐
保
姫
大
壺

の
所
有
は
木
村
屋
宗
二
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
佐
保
姫
大
壺
と
沢
姫

大
壺
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は

お
か
し
な
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
沢
姫
大
壺
は
、
天
正
十
二
年
三
月

二
十
六
日
付
の
尾
藤
甚
右
衛
門
宛
森
武

蔵
守
長
可
遺
言
状
（
名
古
屋
市
博
物
館

蔵
）
に
、「
澤
姫
の
壺
、秀
吉
様
へ
進
上
、

た
だ
し
今
は
宇
治
に
あ
り
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
後
、
秀
吉
の
所
有
に
帰

す
る
。
森
長
可
は
同
年
四
月
九
日
に
長

久
手
の
戦
い
で
徳
川
家
康
軍
の
急
襲
に

あ
い
死
亡
し
て
い
る
。
わ
ず
か
二
十
七

歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
遺
言
状

と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

そ
し
て
、「
天
正
十
六
年
二
月
日
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
雲
州
岩
屋
寺
宛

『
山
上
宗
二
記
』
に
は
、

　

沢
姫　

関
白
様
に
あ
り
。

　

�

こ
の
壺
、
御
茶
七
斤
半
入
る
。
な

り
、
ど
う
は
り
候
て
一
段
珍
し
き

な
り
。
う
し
ろ
に
え
く
ぼ
あ
り
。

土
、
薬
な
ら
び
に
御
茶
の
閑
味
も

申
す
に
及
ば
ず
。森
武
蔵
守
進
上
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
も
正
し

け
れ
ば
、
先
の
遺
言
状
と
合
わ
せ
て
、

沢
姫
大
壺
は
天
正
十
二
年
か
ら
十
六
年

ま
で
は
秀
吉
の
所
有
と
い
う
こ
と
に
な

る
。で

は
、
佐
保
姫
大
壺
と
沢
姫
大
壺
は

異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
宗
湛
日

記
』
の
当
該
条
に
は
、

　
　

�

底
ニ
さ
は
姫
と
相
阿
の
判
有
、
か

な
ニ
、
又
左
の
方
ニ
そ
ろ
て
、
さ

は
ひ
め
と
其
上
ニ
能
阿
の
判
有

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
足
利

将
軍
家
の
同
朋
衆
で
あ
る
能
阿
弥
と
相

阿
弥
の
判
が
底
に
押
さ
れ
て
お
り
、「
さ

は
ひ
め
（
姫
）」
と
書
か
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
『
宗
湛
日
記
』
を
書

い
た
人
物
は
、「
さ
は
ひ
め
」
大
壺
と

佐
保
姫
大
壺
を
同
一
物
と
見
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て

起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、

『
分
類
草
人
木
』
に
、

　

�

沢
姫
は
、
大
坂
徳
林
所
持
。
壺
の

底
に「
さ
は
ひ
め
」と
有
る
と
。「
さ

ほ
ひ
め
」
な
る
べ
き
を
、
ほ
の
字

の
上
の
点
き
え
た
る
を
さ
は
と
よ

み
損
じ
た
る
と
云
々
。
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佐
保
姫
壺
は
沢
姫
壺
か

�

中
村
修
也
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と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
下
敷
き
に
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
『
分
類

草
人
木
』
は
、
横
井
清
の
『
日
本
の
茶

書
１
』（
平
凡
社
）
の
解
説
に
よ
る
と
、

「
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
三
月
に
、

和
泉
堺
の
茶
人
、
真
松
斎
春
渓
が
筆
録

し
た
も
の
で
、
名
物
茶
器
の
こ
と
や
目

利
（
鑑
定
）
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
く

簡
潔
に
解
説
し
た
茶
書
で
あ
り
、
一
種

の
秘
伝
書
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
分
類
草
人
木
』
は
誰
が
書
い

た
と
記
し
て
い
な
い
「
さ
は
ひ
め
」
の

筆
者
を
、『
宗
湛
日
記
』
の
筆
者
は
相

阿
弥
と
能
阿
弥
の
二
人
と
し
て
い
る
。

能
阿
弥
は
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）

生
ま
れ
で
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
没

の
足
利
将
軍
家
の
同
朋
衆
と
し
て
有
名

で
あ
る
。
相
阿
弥
は
彼
の
孫
で
あ
る
。

共
に
唐
物
奉
行
を
勤
め
た
と
さ
れ
、
唐

物
の
鑑
定
・
管
理
・
座
敷
飾
り
な
ど
を

担
当
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て『
君

台
観
左
右
帳
記
』
や
『
御
飾
記
』
は
こ

の
両
者
の
著
作
と
さ
れ
て
お
り
、
茶
具

の
飾
り
つ
け
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
さ
れ
た

人
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
誰
の
字

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
を
能
阿
弥
・

相
阿
弥
の
筆
と
す
る
こ
と
で
格
付
け
を

お
こ
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
宗
湛
日
記
』
は
当
代
の

格
付
け
も
行
っ
て
い
る
。「
さ
ほ
ひ
め

大
壺
」
の
紹
介
文
の
最
後
に
、

　
　

�

又
蓋
内
の
ニ
さ
ほ
ひ
め
と
有
、
是

ハ
宗
及
書
付
候
と
也
、
宇
治
森
所

ニ
而
也
、

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
宗
湛
を
秀
吉
に
紹
介
し
て
く
れ
た

大
恩
人
で
あ
る
津
田
宗
及
が
、
茶
壺
の

蓋
の
裏
側
に
「
さ
ほ
ひ
め
」
と
書
き
付

け
た
と
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
書
き
付
け

た
場
所
を
宇
治
の
茶
師
で
あ
る
森
氏
の

屋
敷
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
『
宗
湛
日
記
』
の
筆
者
は

失
敗
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
宇
治
森
」
と
い
う
と
茶
師
の
森
家
を

思
い
浮
か
べ
る
が
、
先
ほ
ど
の
天
正
十

二
年
三
月
二
十
六
日
付
の
尾
藤
甚
右
衛

門
宛
森
武
蔵
守
遺
言
状
を
思
い
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。森
長
可
が「
い
ま
は

宇
治
に
あ
り
」と
書
き
記
し
て
い
る
こ

と
か
ら
創
作
し
て
、「
宇
治
森
」と
書
い

た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ

う
し
た
推
測
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
宗

及
が
「
さ
ほ
ひ
め
」
と
書
き
付
け
た
と

い
う
の
も
創
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
日
の
茶
会
の
主
人

で
あ
る
木
村
屋
宗
二
な
る
人
物
は
何
者

で
あ
ろ
う
か
。『
角
川
茶
道
大
事
典
』

で
は
、泉
澄
一
が
木
村
屋
宗
意
の
項
で
、

　

�

生
没
年
不
詳
、
安
土
桃
山
の
大
坂

天
満
の
町
衆
。
佐
保
姫
の
大
壺
を

所
持
（『
天
王
寺
屋
会
記
』〈
宗
及

他
会
記
〉）。
な
お
『
宗
湛
日
記
』

の
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
十

月
二
十
二
日
、
木
村
屋
宗
二
が
佐

保
姫
の
大
壺
を
見
せ
て
い
る
が
同

一
人
物
で
あ
ろ
う
。

と
書
い
て
い
る
が
、「
宗
及
他
会
記
」

に
登
場
す
る
木
村
屋
宗
意
が
所
持
し
た

の
は
佐
保
姫
大
壺
で
は
な
い
。
す
べ
て

「
宗
及
他
会
記
」
の
記
事
で
あ
る
が
、

ま
ず
天
正
十
一
年
正
月
十
八
日
朝
の
天

王
寺
屋
道
叱
の
茶
会
に
登
場
し
た
大
壺

に
「
こ
の
む
ら
や
つ
ぼ
也
」
と
あ
り
、

次
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

�

大
壺
、
二
わ
ウ
ト
イ
フ
壺
也
、
四

斤
半
程
入
ツ
ボ
也
、
壺
ノ
左
方
ニ

火
口
ノ
イ
レ
ア
リ
、コ
ブ
シ
ゲ
シ
、

チ
イ
サ
キ
コ
ブ
ア
リ
、
セ
イ
タ
カ

キ
壺
也
、
薬
ケ
ク
ヽ
ミ
タ
ル
也
、

と
あ
る
。「
仁
王
」と
い
う
名
称
の
ま
っ

た
く
違
う
大
壺
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
じ
天
正
十
一
年
正
月
二

十
六
日
昼
に
銭
屋
宗
訥
の
屋
敷
で
沢
姫

大
壺
の
拝
見
会
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
沢
姫
の
所
有
者
は
「
川
な
べ
右

衛
門
尉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

川
那
部
右
衛
門
尉
頼
廉
と
い
う
本
願
寺

坊
官
の
所
有
は
す
く
な
く
と
も
天
正
十

一
年
九
月
十
六
日
の
秀
吉
茶
会
ま
で
は

確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、「
さ
ハ
姫　

河
辺
右
衛
門
尉
」
と
書
か
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
天
正
十
二
年
十
月
十
日
の

大
坂
城
で
の
秀
吉
茶
会
に
登
場
す
る

「
棹
娘
」
を
佐
保
姫
と
考
え
る
向
き
も

あ
る
が
、
ど
う
し
て
「
さ
お
む
す
め
」

が
「
さ
ほ
ひ
め
」
に
な
る
の
か
説
明
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
森
長
可
遺

言
状
に
よ
れ
ば
、
天
正
十
二
年
三
月
二

十
六
日
以
降
は
、
沢
姫
大
壺
は
秀
吉
の
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所
有
で
あ
る
。
沢
姫
と
棹
娘
が
別
の
茶

壺
と
し
て
も
、
沢
姫
の
所
有
が
秀
吉
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
宗
及
他
会
記
」
の
天

正
十
一
年
正
月
二
十
六
日
の
沢
姫
大
壺

の
説
明
文
に
は
興
味
深
い
文
章
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

�

さ
わ
ひ
め
大
壺
見
候
、　

川
な
べ

右
衛
門
尉

　

�

大
壺
ノ
ナ
リ
一
段
能
候
、（
中
略
）

壺
ノ
ソ
コ
ニ
さ
は
ひ
め
と
書
タ
ル

字
有
、
さ
は
姫
と
書
タ
リ
、
ヒ
メ

ト
イ
フ
字
ヲ
モ
ジ
ニ
カ
キ
タ
ル
下

ニ
想
阿
弥
ガ
判
ア
リ
、
サ
ワ
ヒ
メ

ト
二
所
ニ
書
タ
ル
ナ
リ
、
判
モ
二

ツ
ア
リ
、一
ツ
ノ
判
ハ
古
キ
判
也
、

ロ
ク
ワ
ウ
イ
ン
ノ
御
判
カ
、
京
極

道
与
判
カ
ト
見
申
候
、
壺
ノ
ソ
コ

ハ
リ
テ
、
ヅ
シ
リ
ト
ヰ
タ
ル
ヤ
ウ

ニ
ミ
ヘ
候
、

と
あ
る
。
こ
こ
に
宗
及
が
実
際
に
見
た

沢
姫
の
感
想
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
壺
の
底
に
「
さ
は
ひ
め
」

と
書
い
た
も
の
が
二
つ
あ
り
、
一
つ
に

は
相
阿
弥
の
判
が
捺
し
て
あ
り
、
も
う

一
つ
の
判
は
さ
ら
に
古
い
も
の
だ
か

ら
、
足
利
義
満
か
佐
々
木
導
誉
の
判
で

は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
し
て
い
る
。
さ

ら
に
相
阿
弥
の
判
の
そ
ば
の
「
さ
は
ひ

め
」
の
文
字
は
「
さ
は
姫
」
と
姫
の
字

を
漢
字
で
書
い
て
い
る
と
ま
で
記
し
て

い
る
。

こ
れ
は
先
述
し
た
『
宗
湛
日
記
』
の

記
述
と
合
致
す
る
部
分
も
あ
る
。
ま
ず

相
阿
弥
の
判
が
一
致
し
て
い
る
。
次
に

も
う
一
つ
古
い
判
が
あ
り
、
そ
れ
は
義

満
か
導
誉
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し

判
別
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
を
『
宗

湛
日
記
』
の
筆
者
は
能
阿
弥
と
し
た
わ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
及
が
沢
姫
大
壺

を
見
た
の
は
堺
の
銭
屋
宗
訥
の
屋
敷
で

あ
る
が
、『
宗
湛
日
記
』
で
は
宗
及
の

蓋
裏
書
き
の
場
所
を
「
宇
治
森
」
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
大
壺
は
沢
姫
と
書
か

れ
て
い
る
も
の
を『
宗
湛
日
記
』は「
さ

ほ
ひ
め
大
壺
」
と
書
き
替
え
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、『
宗
湛
日
記
』

の
当
該
条
は
、
木
村
屋
宗
意
と
い
う
人

物
か
ら
木
村
屋
宗
二
と
い
う
人
物
に
変

化
し
て
い
る
。
木
村
屋
宗
二
は
こ
こ
に

し
か
登
場
し
な
い
人
物
で
あ
る
。
他
の

史
料
で
の
確
認
が
必
要
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
『
分
類
草
人
木
』
の
記
述
を
も

と
に
、
沢
姫
大
壺
を
佐
保
姫
大
壺
と
同

一
物
と
決
め
つ
け
て
い
る
。
ま
た
「
宗

及
他
会
記
」
の
記
述
を
も
と
に
、
大
壺

の
拝
見
記
を
創
作
し
、
そ
こ
に
森
長
可

の
遺
言
状
な
ど
も
加
味
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

た
い
へ
ん
雑
駁
な
論
証
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
『
宗
湛
日
記
』
の
あ
る
一

日
の
記
事
で
も
、詳
細
に
見
て
い
く
と
、

疑
問
点
が
湧
い
て
く
る
。
茶
の
湯
史
料

だ
け
で
な
く
、
歴
史
の
史
料
は
追
及
し

て
も
仕
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
で
き
る
だ
け
真
実
に
近
づ
け
る
よ

う
に
真
摯
な
目
で
史
料
に
向
き
合
う
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

理
事
会

令
和
二
年
度
第
二
回
理
事
会
が
、
三

月
七
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
キ
ャ
ン

パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
行
わ
れ
た
。
理
事

十
六
名
が
出
席
し
、
以
下
の
議
題
に
つ

い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

一
、�

令
和
三
年
度
総
会
提
出
議
案
に

つ
い
て
、

　
　

・�

令
和
二
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告

　
　

・�

令
和
三
年
度
事
業
案
、
予
算

案

二
、�

令
和
三
年
度
総
会
・
大
会
に
つ

い
て

三
、
理
事
候
補
者
の
選
出

四
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

五
、
そ
の
他

第
一
議
題
で
は
、
総
会
提
出
議
案
に

つ
い
て
、
令
和
二
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
に
つ
い
て
、
各
担
当
理
事
よ
り

報
告
と
説
明
が
行
わ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
令
和
三
年
度
事
業
案
・
予
算

案
が
出
さ
れ
た
。

令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
に
よ
り
、
総
会
・
大
会
、
研

究
会
、
各
地
例
会
の
一
部
が
中
止
と

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
令
和
三
年

度
は
開
催
に
向
け
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
を
取

り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
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な
っ
た
。

研
究
会
は
、
国
内
研
究
会
と
し
、
熊

本
（
熊
本
県
立
美
術
館
等
）
を
検
討
中
。

会
員
の
退
会
増
加
に
伴
い
、
収
入
減

少
が
見
込
ま
れ
る
為
、
支
出
を
抑
え
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
さ
れ
た
。

第
二
議
題
で
は
、令
和
三
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
、見
学
会
を
な
し
と
し
、

総
会
・
大
会
の
み
を
六
月
六
日
（
日
）

に
東
京
国
立
博
物
館 

平
成
館
大
講
堂

で
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

研
究
発
表
者
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

テ
ー
マ「
岡
倉
天
心
と
明
治
の
茶
の
湯
」

の
発
表
者
は
、
今
年
度
の
予
定
を
移
行

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

第
三
議
題
で
は
、理
事
候
補
選
出
に

つ
い
て
、池
田
俊
彦
理
事
が
令
和
三
年
一

月
九
日
に
逝
去
さ
れ
、
ま
た
複
数
の
理

事
の
退
任
に
伴
い
、理
事
推
薦
候
補
な

ら
び
に
幹
事
推
薦
候
補
が
選
出
さ
れ
た
。

第
四
議
題
で
は
、
会
誌
・
会
報
に
つ

い
て
、
会
誌
三
十
五
号
、
会
報
一
〇
八

号
は
三
月
末
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

第
五
議
題
で
は
、
環
境
省
よ
り
、
日

本
の
伝
統
文
化
や
芸
能
等
（
茶
道
・
弓

道
ほ
か
）
の
道
具
に
使
用
さ
れ
て
い
る

羽
を
用
い
た
製
品
に
つ
い
て
の
譲
渡
や

売
買
、
貸
し
借
り
等
へ
の
注
意
喚
起
の

周
知
チ
ラ
シ
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

今
後
の
理
事
会
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催

と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

例
会

東
京
例
会

（
令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
）

「
福
喜
多
靖
之
助
著 CH

A
-N

O
-

Y
U

 T
EA

 CU
LT

 O
F JA

PA
N

 

―
海
外
へ
伝
え
ら
れ
た
近
代
数
寄

者
の
茶
の
湯
―
」

櫻
庭
美
咲

福
喜
多
靖
之
助
（
一
八
七
四
－
一
九

四
四
）
に
よ
る
著
書Cha-no-yu T

ea 
Cult of Japan

（
一
九
三
二
）
を
紹
介

す
る
。
福
喜
多
は
、
三
井
系
財
閥
企
業

王
子
製
紙
社
長
藤
原
銀
次
郎
を
支
え
た

企
業
幹
部
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院

修
了
後
在
日
米
国
大
使
館
通
訳
を
務

め
、
米
国
大
使
館
関
係
者
に
強
い
人
脈

が
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
に
王
子
製
紙

に
入
社
、
銀
次
郎
の
も
と
卓
越
し
た
英

語
力
で
海
外
と
の
交
渉
役
を
担
い
没
年

ま
で
奉
職
し
た
。
銀
次
郎
は
、
益
田
鈍

翁
、
高
橋
箒
庵
等
と
密
接
に
親
交
し
、

茶
の
湯
に
傾
倒
。
福
喜
多
も
靖
庵
と
号

し
、
三
井
系
数
寄
者
の
サ
ー
ク
ル
に
身

を
置
い
た
。
銀
次
郎
や
鈍
翁
の
茶
を
知

る
福
喜
多
自
身
が
、
成
熟
期
を
迎
え
た

近
代
数
寄
者
の
茶
の
湯
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
海
外
に
伝
え
た
意
義
は
計
り
知
れ

な
い
。

福
喜
多
は
述
べ
る
。「
茶
の
湯
を
超

常
的
で
複
雑
な
儀
式
や
式
の
よ
う
な
も

の
と
捉
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
が
、
こ

う
し
た
誤
解
は
西
欧
の
み
な
ら
ず
日
本

に
も
存
す
る
。
形
式
で
な
く
、
も
て
な

し
の
心
、
礼
節
と
平
穏
こ
そ
が
茶
の
湯

の
基
本
（
中
略
）
寄
付
・
露
地
、
茶
室

に
行
き
渡
る
茶
境
は
、
客
に
も
亭
主
に

も
人
生
の
卑
俗
な
現
実
か
ら
一
時
離
脱

せ
し
め
得
る
よ
う
な
心
持
を
起
こ
さ
し

め
る
。
愉
し
み
は
哲
学
的
分
析
や
科
学

的
な
根
拠
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
拙
訳
）」。
福
喜
多
の
言
説
は
、
風
流

と
芸
術
鑑
賞
に
重
き
を
置
く「
茶
の
湯
」

の
純
粋
性
の
価
値
を
主
張
し
た
箒
庵
の

姿
勢
に
呼
応
す
る
。

ま
た
本
書
は
、
茶
人
の
見
識
に
基
づ

き
、
入
念
に
用
語
が
吟
味
さ
れ
た
最
初

の
英
文
茶
書
で
も
あ
る
。
岡
倉
天
心
の

『
茶
の
本
』
に
お
け
る
“teaism

”
と

い
う
用
語
の
解
釈
の
再
考
を
う
な
が
す

福
喜
多
の
問
題
提
起
も
極
め
て
傾
聴
に

値
す
る
。

「
古
田
織
部
と
連
歌
　
―
近
衛
信

尹
と
の
両
吟
百
韻
を
中
心
に
―
」

工
藤
隆
彰

古
田
織
部
は
、
千
利
休
の
没
後
を
領

導
し
た
茶
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
晩
年
は
当
時
の
主
要
な
連
歌
作
者

の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
活
動
の
一

端
で
あ
る
、
近
衛
信
尹
と
の
両
吟
百
韻

は
、
度
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
詳
細
な
考
証
が
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

信
尹
と
の
両
吟
百
韻
の
全
体
を
示
す

資
料
は
、
現
在
成
田
山
書
道
美
術
館
に
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所
蔵
さ
れ
て
い
る
伝
本
が
唯
一
の
も
の

で
あ
る
。
脇
句
を
含
む
五
十
句
の
作
者

に
は
「
杉
」、
つ
ま
り
信
尹
の
一
字
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
巻
頭
の
「
慶
長
十

九
年
五
月
九
日　

賦
青
何
連
歌
」
の
題

か
ら
句
上
に
至
る
ま
で
、
能
書
と
し
て

名
高
い
信
尹
を
祖
と
す
る
三
藐
院
流
の

書
風
を
以
て
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
件
の
伝
本
は
両
吟
百
韻
の

作
者
の
一
方
で
あ
る
、
信
尹
自
ら
が
筆

を
揮
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
織
部
の
名
の
表
記
に
疑
問
が

あ
り
、
実
際
は
信
尹
を
敬
慕
し
て
そ
の

書
風
を
得
意
と
し
つ
つ
も
、
織
部
に
つ

い
て
は
詳
し
い
情
報
を
持
た
な
か
っ
た

別
人
に
よ
る
写
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
件
の
伝
本
が
示
す
慶
長
十
九

年
五
月
九
日
青
何
百
韻
が
行
わ
れ
た
こ

と
自
体
は
、
織
部
の
書
状
か
ら
も
確
認

で
き
る
。
慶
長
十
九
年
五
月
九
日
青
何

百
韻
は
、
織
部
が
加
わ
っ
た
両
吟
、
ま

た
同
年
に
お
け
る
信
尹
と
の
一
座
と
し

て
も
、
作
品
の
全
体
が
把
握
し
得
る
現

在
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
織

部
が
発
句
を
詠
ん
だ
張
行
と
し
て
は
、

確
認
で
き
る
な
か
で
最
も
時
期
が
早

い
。
織
部
の
連
歌
に
関
わ
る
活
動
の
な

か
で
殊
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
く
、
件
の
伝
本
の
価
値
は
信

尹
自
筆
か
否
か
を
問
わ
ず
、
や
は
り
非

常
に
高
い
と
言
え
る
。

近
畿
例
会

（
令
和
三
年
三
月
十
三
日
）

「
陸
奥
八
戸
藩
の
古
田
織
部
流
に

つ
い
て
」

廣
田
吉
崇

青
森
県
八
戸
市
立
図
書
館
に
は
陸
奥

八
戸
藩
の
茶
書
が
い
く
つ
か
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
す
で
に
発
表
者
は
、『
茶
書

研
究
』
第
七
号
、
平
成
三
〇
年
に
有
楽

流
の
茶
書
『
亭
主
振
の
巻
』『
客
振
の

巻
』、
同
じ
く
『
茶
書
研
究
』
第
九
号
、

令
和
二
年
に
『
古
田
織
部
流
八
十
一
ケ

条
口
伝
抄
』
の
翻
刻
お
よ
び
解
題
を
掲

載
す
る
機
会
を
得
た
。
と
く
に
後
者
は

〝
古
田
織
部
流
〟
と
銘
打
た
れ
て
お
り

興
味
深
い
。
著
者
で
あ
る
鵜
飼
治
右
衛

門
詮
常
（
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
～

宝
暦
二
年
（
一
七
五
三
））
は
、
同
書

を
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
八
月
に
藩

主
南
部
信
興
に
献
じ
た
が
、
同
年
七
月

に
『
茶
湯
秘
伝
口
決
抄
』
を
著
わ
し
同

じ
く
藩
主
に
献
じ
て
い
る
。
本
発
表
で

は
こ
の
２
つ
の
茶
書
に
つ
い
て
比
較
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
〝
古
田
織

部
流
〟
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
茶
湯

秘
伝
口
決
抄
』
に
は
流
派
名
が
み
ら
れ

な
い
も
の
の
、
古
田
織
部
→
片
桐
石
見

→
高
橋
道
竹
→
鵜
飼
治
右
衛
門
と
い
う

系
譜
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
伝
来
は
疑
わ
し
い
。「
古
田
織
部
伝

茶
湯
聞
書
」
と
題
さ
れ
た
部
分
に
は
茶

書
の
版
行
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
版

本
茶
書
が
盛
ん
に
な
る
江
戸
中
期
以
降

の
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
内
容
を
分
析
す
る
と
、〝
風
炉
濃

茶
一
杓
の
水
〟
を
め
ぐ
り
、
上
巻
と
下

巻
と
に
は
記
述
に
矛
盾
が
あ
る
。ま
た
、

七
と
い
う
数
字
に
基
づ
い
て
整
然
と
し

た
体
系
を
構
想
し
て
い
る
が
、
点
前
の

格
に
よ
り
七
段
階
を
構
成
す
る
よ
う
な

点
前
の
体
系
で
は
な
く
、
便
宜
的
に
七

種
の
点
前
を
集
め
た
と
い
う
印
象
が
強

い
。八

戸
に
お
い
て
一
時
期
古
田
織
部
流

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
後

世
の
茶
人
、
お
そ
ら
く
は
鵜
飼
治
右
衛

門
が
〝
古
田
織
部
流
〟
を
自
称
し
た
に

す
ぎ
な
い
と
消
極
的
に
評
価
す
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
鵜
飼

治
右
衛
門
の
教
え
は
そ
の
後
八
戸
藩
士

の
間
に
広
ま
っ
た
歴
史
が
あ
る
。 

そ

れ
は
〝
古
田
織
部
流
〟
で
は
な
く
、〝
高

橋
流
〟
ま
た
は
〝
道
竹
流
〟
と
称
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
別
の
機

会
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
八
戸
藩
の

茶
の
湯
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
あ
き
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
例
会

令
和
三
年
九
月
二
十
五
日
（
土
）
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午
後
二
時
～

会
場
：
未
定

「
大
聖
寺
藩
主
前
田
利
鬯
の
茶
」

依
田
徹

「『
兼
見
卿
記
』
に
見
る
茶
の
湯
（
仮
）」

中
村
修
也

令
和
三
年
十
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
未
定

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺
―
そ
の

二
」

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

「
樂
長
入
の
創
意
に
つ
い
て
」

今
井
敦

令
和
三
年
十
二
月
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
未
定

「
未
定
」

下
村
奈
穂
子

「
未
定
」

谷
村
玲
子

令
和
四
年
年
三
月
十
三
日
（
日
）

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
）

「
押
入
・
押
入
床
に
つ
い
て
（
仮
）」

山
岸
多
加
乃

「
渡
辺
又
日
庵
と
そ
の
周
辺
の
茶
の
湯
」

水
野
荘
平

東
海
例
会

午
後
二
時
～
三
時
半
（
開
場
午
後
一
時

半
～
）（
会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室
）

令
和
三
年
九
月
十
一
日
（
土
）

「
名
古
屋
ゆ
か
り
の
古
筆
と
古
筆
切
に

つ
い
て
」

四
辻
秀
紀

令
和
三
年
十
一
月
六
日
（
土
）

「
釜
の
話
」

加
藤
忠
三
郎

北
陸
例
会

令
和
三
年
九
月
十
八
日
（
土
）

「
未　

定
」

令
和
四
年
三
月
十
二
日
（
土
）

「
未　

定
」

高
知
例
会

令
和
三
年
九
月
五
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』　

第
六
章
輪
読

（
各
自
お
持
ち
の
本
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

令
和
三
年
十
二
月
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』　

第
七
章
輪
読

茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

席
主　

四
名

会
費　

五
千
円
（
参
会
希
望
者
は
予
め

連
絡
を
し
て
下
さ
い
）

令
和
四
年
二
月
六
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室高
知
支
部
二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画

新
刊
案
内

『
百
万
人
の
茶
道
コ
ー
チ
ン
グ
講
座 

心

の
つ
う
じ
る
稽
古
の
た
め
に
』

岡
本
浩
一
著　

淡
交
社　

定
価
一
、
五
四
○
円

『
茶
人
の
た
し
な
み 

和
歌
・
俳
句
に
学

ぶ
11
人
の
「
文
遊
び
」』

石
塚
修
著　

淡
交
社　

定
価
一
、
四
三
○
円

お
知
ら
せ

令
和
三
年
度

総
会
・
大
会
　
延
期
の
お
知
ら
せ

※�

六
月
六
日
の
総
会
・
大
会
は
延
期
に

な
り
ま
し
た
。

　

�

日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※�

す
で
に
お
振
り
込
み
い
た
だ
き
ま
し

た
参
加
費
は
、
そ
の
ま
ま
有
効
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


